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文化 歩み

私
が
埼
玉
県
の
社
会
教
育
課
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、

文
化
財
保
護
係
の
担
当
者
と
な
っ
た
の
は
昭
和
三
一

年
七
月
一
日
付
の
辞
令
を
も
ら
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
教
職
に
あ
り
、
社
会
科
の
教
師
で
あ
っ

た。
戦
時
中
は
軍
隊
に
召
集
さ
れ
て
、
日
夜
激
し
い
軍

隊
教
育
を
受
け
て
い
た
。
常
に
祖
国
の
た
め
死
ぬ
こ

と
の
み
を
強
要
さ
れ
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
疲

労
し
き
っ
て
い
た
昭
和
二

0
年
八
月
一
五
日
、
連
隊

つつ

の
営
庭
で
、
完
全
軍
装
し
て
、
捧
げ
銃
を
し
な
が
ら
、

昭
和
天
皇
の
終
戦
の
詔
書
を
拝
し
た
。
ほ
お
を
伝
っ

て
流
れ
る
涙
は
悲
し
み
よ
り
も
、
こ
れ
で
死
な
な
い

で
故
郷
へ
帰
れ
る
と
い
う
、
う
れ
し
涙
で
あ
っ
た
。

復
員
後
、
学
生
生
活
に
戻
っ
た
が
、
「
神
国
日
本
」

「
世
界
に
不
滅
の
日
本
」
と
い
う
国
の
歴
史
は
全
面

的
に
否
定
さ
れ
、
国
の
始
ま
り
は
天
照
大
神
に
代
わ

っ
て
石
器
時
代
と
か
縄
文
時
代
と
な
り
、
我
が
国
の

本
当
の
歴
史
と
は
、
と
疑
問
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
自
分
た
ち
の
祖
先
の
歩
ん
で
き
た
本
当
の
こ

と
を
知
ろ
う
と
決
意
し
、
首
を
つ
っ
こ
ん
だ
の
が
考

古
学
と
い
う
学
問
で
あ
っ
た
。
発
掘
が
あ
る
と
い
え

ば
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
若
干
の
衣
料
と
、
主
食
の

米
を
詰
め
こ
み
、
ボ
ー
リ
ン
グ
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
て

出
掛
け
た
。
発
掘
に
参
加
す
る
と
い
っ
て
も
、
大
体
、

は
じ
め
に

穴
掘
り
、
土
の
運
搬
で
労
働
力
の
提
供
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
六
年
春
、
同
僚
と
小
さ
な
古
墳
を
発
掘
調

査
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
資
金
を
用
意
し
、

地
主
の
了
解
を
得
、
発
掘
に
か
か
ろ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
「
最
近
、
「
文
化
財
保
護
法
」
と
い
う
法
律
が
で

き
、
発
掘
の
届
出
を
県
の
教
育
委
員
会
へ
提
出
し
、

許
可
を
得
な
け
れ
ば
、
罰
せ
ら
れ
る
」
と
忠
告
し
て
く

れ
る
者
が
い
た
。
早
速
県
庁
を
訪
ね
、
所
管
の
課
に

伺
い
、
古
墳
を
発
掘
し
た
い
旨
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ

こ
で
何
や
ら
書
類
を
示
し
な
が
ら
、
「
あ
ん
た
方
だ
け

で
は
発
掘
の
許
可
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
学
の
考
古
学

の
先
生
に
発
掘
責
任
者
に
な
っ
て
も
ら
い
な
さ
い
。

地
主
の
承
諾
書
と
と
も
に
発
掘
計
画
書
を
付
し
て
、

こ
の
書
式
で
提
出
す
る
よ
う
に
」
と
い
わ
れ
、
体
よ

＜
断
わ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
な
ん
と
厳
し
く
な
っ
た

の
だ
ろ
う
と
驚
い
た
。
結
局
そ
の
発
掘
は
あ
き
ら
め

た
。
そ
れ
か
ら
「
文
化
財
保
護
法
」
と
は
ど
ん
な
法

律
か
読
み
返
し
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
の
項
目
が

やなぎだ・としじ 1926年生。埼玉県出

国学院大学卒業。埼玉県文化財保護課

県立博物館長を歴任。現在、埼玉県文イ

護審議会委員。文部大臣表彰（文化財

著書「埼玉の文化財」「埼玉の城館跡」「

山古墳げ杖刀人のふる里に生まれて」等。ほ

に発掘調査報告書。
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遺跡発掘現地説明会

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
と
き
が
私
に
と
っ
て
の

ー
文
化
財
保
護
法
」
と
の
出
会
い
と
い
え
る
。
以
後

も
貝
塚
、
住
居
跡
、
古
墳
と
県
内
で
発
掘
が
あ
る
と

き
は
、
下
働
き
の
お
手
伝
い
を
続
け
、
そ
の
成
果
を

学
校
教
育
の
現
場
で
、
生
き
た
社
会
科
の
教
材
と
し

て
、
写
真
、
ス
ラ
イ
ド
で
活
用
し
て
い
た

C

昭
和
三

0
年
、
教
師
の
現
職
の
ま
ま
、
東
京
大
学

へ
派
遣
さ
れ
、
研
究
生
と
し
て
勉
学
す
る
機
会
を
得

こ。f
 こ

の
間
に
は
県
教
育
委
員
会
主
催
の
文
化
財
調
査

に
協
力
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

当
時
、
埼
玉
県
で
は
昭
和
二
七
年
に
、
文
化
財
保

護
法
施
行
に
伴
い
、
「
埼
玉
県
文
化
財
保
護
条
例
」
を

制
定
し
た
が
、
不
備
の
点
が
多
か
っ
た
の
で
、
昭
和

三
0
年
に
全
面
改
正
し
、
行
政
組
織
上
も
、
社
会
教

育
課
に
文
化
財
保
護
係
を
設
け
た
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
の
新
設
の
文
化
財
保
護
係
の
埋
蔵
文
化
財
、
史
跡

の
担
当
者
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で

あ
る
。そ

れ
か
ら
文
化
財
保
護
行
政
に
直
接
携
わ
る
こ
と

二
一
年
、
関
係
機
関
に
一

0
年
と
、
一
途
に
文
化
財

の
保
護
の
仕
事
に
つ
き
昭
和
六
二
年
、
現
役
を
終
わ

っ
た
。私

の
歩
ん
だ
道
は
、
一
地
斌
に
お
け
る
文
化
財
保

護
の
歩
み
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
、
私
の

体
験
し
た
い
く
つ
か
の
事
例
を
あ
げ
て
そ
の
責
を
果

た
す
こ
と
に
し
た
い
。

る
認
識
を
新
た
に
さ
せ
る
こ
と
が
主
眼
で
あ
っ
た
。

や
は
り
在
地
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
、
県
。
市
町

村
共
催
で
調
査
し
た
。
昭
和
三
八
年
に
文
化
庁
の
補

助
事
業
と
し
て
「
民
俗
資
料
緊
急
調
査
」
を
全
国
に

さ
き
が
け
て
実
施
、
昭
和
四

0
年
に
は
、
そ
の
成
果

を
「
埼
玉
の
民
俗
」
「
埼
玉
の
民
俗
写
真
編
」
と
し
て

刊
行
し
、
以
後
の
民
俗
調
査
の
規
範
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
調
査
を
機
に
関
心
を
も
つ
者
が
輩
出

し
、
後
に
「
埼
玉
民
俗
の
会
」
を
結
成
し
、
各
地
の

民
俗
調
査
を
進
め
る
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

／
文
化
財
保
護
の
基
礎
期
一

-l]＼
（
昭
和
―
―

-0『
『
[
|
|
|
|
|
]

一

＼

ー

昭
和
三

0
年
代
は
、
敗
戦
後
の
不
況
を
克
服
し
、

食
料
難
を
乗
り
越
え
、
経
済
復
興
、
国
土
復
興
の
気

運
み
な
ぎ
り
、
後
半
に
は
高
度
経
済
成
長
政
策
が
唱

え
ら
れ
、
所
得
倍
増
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
池
田
内
閣
が

誕
生
す
る
。
首
都
東
京
に
隣
接
す
る
埼
玉
県
は
必
然

的
に
工
場
建
設

r

住
宅
地
の
造
成
、
道
路
工
事
な
ど

開
発
に
伴
う
土
木
工
事
が
増
加
し
は
じ
め
た
時
期
で

あ
っ
た
。

学
術
発
掘
件
数
は
二

0
年
代
は
年
間
一

0
件
前
後

で
、
土
木
工
事
等
に
伴
う
行
政
発
掘
は
数
件
で
、
両

者
合
わ
せ
て
も
二

0
件
前
後
で
あ
っ
た
。
こ
の
比
率

が
逆
転
し
、
記
録
保
存
の
た
め
の
行
政
発
掘
が
、
学

術
発
掘
よ
り
多
く
な
っ
た
の
は
昭
和
三
三
年
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
年
以
後
、
開
発
に
伴
う
発
棚
件
数
が
漸

増
し
、
や
が
て
昭
和
四

0
年
代
の
急
増
期
を
迎
え
る

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
況
に
対
応
す
る
た
め
次
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
た
。

こ
の
分
布
調
査
は
戦
中
の
食
糧
増
産
策
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
、
削
り
な
ら
さ
れ
た
古
墳
が
多
数
想
定
さ

れ
た
こ
と
。
今
後
の
開
発
計
画
に
対
処
す
る
た
め
、

国
、
県
指
定
文
化
財
を
対
象
に
、
各
地
区
ご
と
に

コ
ー
ス
を
つ
く
り
、
解
説
者
同
道
で
「
文
化
財
め
ぐ

り
」
を
実
施
し
た
。
バ
ス
で
一
巡
す
る
も
の
で
、
文

化
財
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
保
護
思
想
の
啓

蒙
普
及
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
毎
回
参
加
者
が
多
く
、

時
に
は
バ
ス
を
三
台
も
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
ほ
ど
盛
会

で
あ
っ
た
。
昭
和
三

0
年
か
ら
始
め
一

0
年
間
実
施

し
た
が
、
市
町
村
教
委
が
住
民
を
対
象
に
行
う
こ
と

が
多
く
な
っ
た
の
で
、
県
の
主
催
と
い
う
こ
と
は
取

り
止
め
と
し
た
。
こ
の
事
業
は
文
化
財
を
知
り
、
そ

の
保
護
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
た
事
業
と
思
っ
て
い
る
。

県
で
は
昭
和
―
―

-
0年
に
「
文
化
財
保
護
条
例
」
を

制
定
し
、
翌
年
施
行
規
則
を
公
布
し
、
行
政
組
織
上

は
社
会
教
育
課
に
文
化
財
保
護
係
を
設
け
、
専
任
職

員
を
配
し
て
、
文
化
財
保
護
行
政
を
軌
道
に
の
せ
た
。

し
か
し
、
市
町
村
に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
は
立

ち
遅
れ
て
い
た
。
各
市
町
村
で
も
文
化
財
保
護
条
例

を
制
定
し
て
市
町
村
に
と
っ
て
重
要
な
文
化
財
は
市

町
村
指
定
の
文
化
財
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
啓
蒙
と
条
例
の
制
定
を
積
極
的
に
勧
奨
し
た
。
そ

の
一
手
段
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
「
文
化
財
保
護
協

会
」
の
殷
立
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
の
会
員
は
各
市
町

村
教
委

r

文
化
財
保
護
機
関
と
し
、
会
費
は
市
町
村

そ
の
所
在
地
、
所
有
者
、
基
数
、
保
存
状
態
等
を
把

握
し
、
埋
蔵
文
化
財
行
政
の
基
礎
資
料
と
す
る
と
と

も
に
学
術
研
究
、
教
育
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
併
せ
て
市
町
村
の
文
化
財
行
政
を
振
輿
さ
せ
る

こ
と
も
目
標
と
し
た
調
査
事
業
で
あ
っ
た
。
調
査
は

県
文
化
財
専
門
委
員
、
文
化
財
担
当
者
、
地
元
教
委

職
員
が
一
組
と
な
り
、
地
元
研
究
者
、
郷
土
史
家
な

ど
の
案
内
で
一
基
ず
つ
、
高
さ
、
直
径
、
型
、
遺
物

散
布
状
況
を
鯛
ベ
カ
ー
ド
に
記
入
す
る
仕
事
で
あ
っ

た
。
夏
の
炎
暑
の
中
、
木
枯
し
吹
く
真
冬
、
自
転
車

で
巡
っ
た
。
県
内
を
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
一
ブ
ロ

ソ
ク
一
年
ず
つ
か
け
、
昭
和
三

0
年
か
ら
八
年
後
の

昭
和
三
七
年
に
終
了
、
．
翌
年
、
詞
査
報
告
書
最
終
編

を
刊
行
し
た
。
こ
の
調
査
は
古
墳
の
分
布
状
況
を
把

握
し
た
だ
け
で
な
く
、
各
市
町
村
教
委
、
土
地
所
有

者
に
古
墳
の
重
要
性
を
認
織
さ
せ
る
こ
と
に
大
い
に

効
果
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と
は
、
後
に
文
化
庁

が
実
施
し
た
全
県
下
の
遣
跡
分
布
所
在
調
査
に
役
立

ち
、
埼
玉
県
遣
跡
地
名
表
も
ス
ム
ー
ズ
に
刊
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
二
九
年
「
文
化
財
保
護
法
」
の
一
部
改
正
に

よ
り
民
俗
資
料
の
保
謹
に
関
す
る
条
項
が
頸
立
し
て

設
け
ら
れ
た
の
を
受
け
て
、
昭
和
三
二
年
か
ら
年
中

行
事
を
中
心
と
し
て
、
獅
子
舞
な
ど
の
郷
土
芸
能
な

の
人
口
割
で
額
を
決
め
た
。
各
郡
市
か
ら
一
名
ず
つ

理
事
が
選
出
さ
れ
、
会
長
は
理
事
の
互
選
と
し
た
。

昭
和
三
三
年
六
月
に
発
足
し
、
以
後
県
の
文
化
財
保

護
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

田
文
化
財
講
習
会

毎
年
夏
期
に
四
＼
五
日
間
に
わ
た
っ
て
、
文
化
財

に
つ
い
て
研
修
す
る
も
の
で
、
対
象
は
市
町
村
の
文

化
財
担
当
者
、
所
有
者
、
郷
土
史
研
究
者
、
教
師
等

で
、
文
化
財
の
見
方
、
鑑
賞
法
、
取
り
扱
い
、
保
存

管
理
法
、
文
化
財
の
解
説
な
ど
基
礎
的
な
事
項
を
種

目
と
し
て
い
る
。
今
年
は
第
三
五
回
と
な
る
。

⑰
機
関
誌
の
発
行

協
会
の
連
絡
機
関
誌
で
あ
る
が
、
毎
号
特
集
記
事

と
し
て
、
彫
刻
の
見
方
、
民
俗
の
手
引
、
円
空
仏
、

植
物
、
古
墳
な
ど
、
県
内
の
研
究
者
に
依
頼
し
連
載

し
て
い
る
の
が
喜
ば
れ
て
い
る
。

⑤
文
化
財
保
護
の
功
労
者
、
団
体
の
表
彰
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要
と
な
っ
て
き
た
。
文
化
財
行
政
担
当
者
は
事
業
者

と
の
開
発
に
伴
う
事
前
の
協
誤
、
打
ち
合
わ
せ
に
忙

殺
さ
れ
、
発
掘
現
場
に
臨
打
余
裕
は
な
か
っ
た
。
開

発
事
業
の
増
大
は
遺
跡
の
破
壊
の
増
大
を
招
く
結
果

と
な
っ
た
。
大
学
で
は
安
保
闘
争
と
か
ら
め
て
、
遺

跡
保
存
運
動
が
活
発
と
な
り
、
資
本
制
社
会
確
立
の

た
め
の
発
掘
反
対
、
行
政
発
掘
反
対
運
動
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
学
生
に
よ
る
反
対
運
動
に
よ

り
、
大
学
に
よ
る
発
掘
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
大
学
な
り
、
学
生
に
依
存
し
て
き
た

地
域
の
発
掘
調
査
は
、
こ
こ
で
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
た
。埼

玉
県
で
は
事
業
者
と
協
議
し
、
発
掘
調
査
の
責

任
は
県
で
も
つ
か
ら
、
そ
の
経
費
は
事
業
者
側
で
負

担
し
て
欲
し
い
と
話
し
合
い
、
調
査
費
の
原
因
者
負

担
制
を
導
入
し
た
。
昭
和
四

0
年
の
秋
、
住
宅
公
団

建
設
用
地
の
発
掘
調
査
が
そ
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
で
は
表
土
除
去
の
た
め
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を

使
用
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
型
機
械
を
発
掘
に
使
用

し
た
の
も
こ
の
発
掘
が
最
初
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
二
年
、
埼
玉
県
遺
跡
調
査
会
を
設
立
し
た
。

そ
の
運
営
に
県
費
補
助
を
し
、
発
堀
調
査
に
要
す
る

費
用
は
事
業
者
負
担
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度

は
一
部
研
究
者
等
の
批
判
を
う
け
た
が
、
埋
蔵
文
化

財
を
破
壊
か
ら
守
り
、
せ
め
て
記
録
で
保
存
す
る
に

は
こ
れ
以
外
に
方
法
は
な
い
、
と
い
う
固
い
決
意
で 関東プロック民俗芸能大会 (1988)於岩槻市櫃祉会館ホール

千葉県佐原市おらんだ楽隊

地
道
に
各
地
方
で
文
化
財
保
護
に
尽
力
し
て
い
る

方
々
お
よ
び
団
体
を
毎
年
五
人
以
内
、
二
団
体
を
表

彰
し
て
い
る
。
陰
の
功
労
者
に
対
す
る
顕
彰
で
、
受

彰
者
は
老
人
が
多
い
。
表
彰
式
場
で
、
思
わ
ず
涙
ぐ

む
お
年
寄
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
と
、
こ
の
制
度
は
、

さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
、
金
銭
に
は
代
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
、
よ
い
制
度
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
第
一
回
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
民
俗
芸
能
大
会
が
、
東
京
渋
谷
の
青
年
会
館
ホ
ー

a

ル
で
実
施
さ
れ
た
。
あ
い
に
く
と
前
日
か
ら
風
雨
強

く
、
当
日
は
暴
風
雨
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
都
一

0
県
か
ら
集
ま
っ
た
芸
能
の
関
係
者
は
熱
演
し
、
会
場

の
観
賞
者
の
拍
手
が
続
い
た
。
し
か
し
、
担
当
者
の

間
で
は
批
判
も
あ
っ
た
。
そ
の
主
な
点
は
、
出
演
者

が
農
民
を
主
と
し
た
郷
土
芸
術
で
あ
り
、
本
来
、
野

外
で
実
濱
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
舞
台
に
合

う
よ
う
に
踊
り
方
を
直
さ
れ
た
り
、
時
間
制
限
を
さ

れ
た
り
、
・
テ
レ
ビ
撮
影
の
た
め
の
リ
ハ
ー
サ
ル
ま
で

行
わ
せ
て
、
出
演
者
を
疲
労
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、

伝
統
的
な
舞
、
所
作
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
‘
―
二
回
を
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
芸
能
大
会
は
中
止
と
い
う
こ
と
に
担
当
者
会

議
、
主
管
課
長
会
議
で
決
定
し
た
。
再
開
し
た
の
は

五
年
ほ
ど
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
e

再
開
第
一
回
の
芸

能
大
会
を
埼
玉
で
引
き
受
け
、
今
後
の
運
営
を
協
醗

し
、
出
演
団
体
は
五
都
県
と
し
、
主
催
県
は
二

1
三

団
体
を
出
演
さ
せ
る
。
芸
能
の
保
護
等
の
研
修
を
同

時
に
開
く
な
ど
、
新
し
い
観
点
か
ら
の
再
開
で
あ
っ

た
。
今
に
続
い
て
い
る
の
は
担
当
者
の
絶
ゆ
ま
ぬ
努

力
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
る
。

危
J
I
V

シ

ー

ー

／

う

と

し
て
県
側
の
あ
っ
せ
ん
で
民
間
開
発
に
よ
る
遺
跡
の
発

掘
、
整
理
、
報
告
書
の
刊
行
を
行
っ
て
い
た
が
、
昭

和
五
六
年
に
発
足
し
た
財
団
法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化

財
調
査
事
業
団
が
軌
道
に
の
っ
た
同
五
九
年
、
事
務

を
引
継
ぎ
、
調
査
会
は
発
展
的
に
解
散
し
た
。
顧
み

る
と
、
こ
の
埋
蔵
文
化
財
の
激
動
期
を
乗
り
切
れ
た

の
も
、
こ
の
任
意
団
体
で
あ
る
遺
跡
調
査
会
が
あ
っ

た
か
ら
と
思
っ
て
い
る
。
調
査
会
の
理
事
は
、
埼
玉

考
古
学
会
の
推
窟
に
よ
っ
た
こ
と
が
、
会
の
運
営
を

円
滑
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

近
年
各
地
に
設
立
さ
れ
て
い
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
f
調
査
セ
ン
タ
ー
等
を
み
る
と
、
本
質
的
に
は

埼
玉
県
遺
跡
調
査
会
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
こ
う
い
う
点
か
ら
も
先
駆
的
な
事
業
で
あ
っ

た
と
自
負
し
て
い
る
。
調
査
会
が
刊
行
し
た
報
告
書

は
五

0
冊
余
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
調
査
会
に
所
属

し
た
職
員
は
現
在
文
化
財
関
係
の
中
堅
と
し
て
頑
張

っ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
た
い
。

昭
和
三
九
年
ニ
―
月
四
日
、
文
化
庁
文
化
財
保
護

部
記
念
物
課
長
で
あ
っ
た
柳
川
覚
治
現
参
院
議
員
の
、

史
跡
埼
玉
古
墳
群
の
視
察
に
同
行
し
、
案
内
役
を
務

め
た
。
そ
の
と
き
、
「
こ
の
古
墳
群
は
規
模
も
大
き
く

壮
観
だ
が
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
指
定
の
し
っ
ぱ
な
し

と
い
う
状
態
だ
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
い
、

楽
し
く
見
学
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
し
な
い
か
、
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
機
に
地
域
開
発
の

波
は
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
て
き
た
。

特
に
昭
和
四

0
年
代
に
な
る
と
、
埼
玉
県
の
人
口
増

加
率
は
日
本
一
を
誇
り
、
道
路
建
設
、
宅
地
造
成
、

二
場
の
新
設
、
農
地
の
基
整
整
備
等
、
次
か
ら
次
へ

と
、
地
域
開
発
事
業
が
進
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
と
り

も
直
さ
ず
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
問
題
を
起
こ
す
こ

と
で
あ
っ
た
。
地
域
開
発
か
文
化
財
保
護
か
の
争
い

は
各
地
で
発
生
し
た
。
こ
の
相
い
れ
な
い
要
素
を
持

っ
た
争
い
を
、
い
か
に
調
整
し
て
い
く
か
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
た
。

従
来
の
開
発
事
業
は
規
模
も
そ
ん
な
に
大
き
く
な

く
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
と
い
っ
て
も
住
居
跡
の
五

戸
前
後
で
調
査
は
大
学
の
研
究
室
に
依
頼
し
た
り
、

青
年
団
の
奉
仕
な
ど
で
済
人
で
い
た
が
、
四

0
年
代

に
な
る
と
、
開
発
事
業
そ
の
も
の
が
大
規
模
と
な
り

大
型
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
使
っ
て
短
期
間
に
造
成
す

る
事
業
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
住
宅
公
団
に
よ

る
大
規
模
団
地
の
造
成
、
東
北
、
関
越
高
速
道
の
建

設
、
東
北
、
上
越
両
新
幹
線
の
建
設
等
、
目
白
押
し

の
状
態
で
あ
り
、
発
掘
件
数
の
増
大
、
発
掘
面
積
の

拡
大
に
よ
り
、
点
か
ら
面
へ
と
調
査
範
囲
が
変
化
し

。
こ
こ
に
改
め
：
、
査
体
制
の
確
立
が
必

保
存
と
活
用
を
か
ね
た
公
園
の
よ
う
な
も
の
に
し
た

ら
ど
う
だ
」
と
話
さ
れ
た
。

柳
川
課
長
は
記
念
物
課
長
着
任
早
々
、
史
跡
の
公

有
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
史
跡
の
保
存
は
で
き
な
い
、

現
在
の
よ
う
に
史
跡
指
定
地
の
八

0
％
が
民
有
地
で

は
開
発
事
業
に
対
処
で
き
な
い
と
い
う
持
論
を
展
開

し
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
史
跡
の
保
存

は
点
か
ら
面
の
保
存
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
説
い
て

い
た
。翌

年
一
月
に
県
十
一
本
部
の
公
園
を
所
管
す
る
課
と

話
し
合
い
、
埼
玉
古
墳
群
を
中
心
と
し
た
古
墳
公
園

の
構
想
を
描
い
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
記
念
物
課

で
は
岡
田
茂
弘
調
査
官
を
中
心
に
史
跡
の
整
備
方
法

を
検
討
し
、
模
式
区
と
し
て
「
風
土
記
の
丘
」
構
想

を
打
ち
出
し
て
い
た
。
そ
の
図
を
参
考
に
し
な
が
ら

三
三

ha
に
及
ぶ
「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
計
画
を

つ
く
り
、
教
育
委
員
会
内
だ
け
で
な
く
、
知
事
部
局

の
同
意
を
得
る
た
め
の
仕
事
を
進
め
て
い
た
。
こ
の

間
に
文
化
庁
で
は
風
土
記
の
丘
整
備
事
業
を
国
庫
補

助
事
業
と
し
て
開
始
す
る
こ
と
を
発
表
、
い
よ
い
よ

軌
道
に
の
っ
て
い
た
。
埼
玉
県
で
は
昭
和
四
二
年
に

国
民
体
育
大
会
の
開
催
を
控
え
て
お
り
、
財
政
的
に

新
規
事
業
は
制
約
さ
れ
て
い
る
時
期
で
、
財
政
当
局

等
を
説
得
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
し
か
し
、

風
土
記
の
丘
構
想
は
時
流
に
合
っ
て
い
る
と
い
う
の

で
知
事
の
最
終
的
決
断
を
得
た
も
の
の
、
そ
の
こ
ろ

宮
崎
県
で
は
知
事
が
観
光
事
業
の
一
環
と
し
て
こ
の

事
業
を
取
り
上
げ
よ
う
と
積
橙
的
に
運
動
し
て
い
た
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剣
と
と
も
に
「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
そ
の
も
の

も
、
改
め
て
見
直
さ
れ
、
見
学
者
は
以
前
に
も
ま
し

て
増
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
」
も
建
設
以
来
i
-
0年、

年
間
一

0
0万
人
を
越
す
見
学
者
が
訪
れ
て
い
る
。

訪
れ
る
人
は
、
こ
こ
が
か
つ
て
水
田
の
中
に
古
墳

が
ポ
ッ
ン
と
所
在
し
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
は
知
ら
ず
、

昔
か
ら
今
の
よ
う
な
緑
と
水
に
囲
ま
れ
た
環
境
に
あ

っ
た
と
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
。
辛
亥
銘
鉄
剣
は
昭

和
天
皇
を
は
じ
め
各
界
各
層
の
人
々
か
見
学
に
訪
れ
、

千
数
百
年
を
経
て
、
な
お
さ
ん
然
と
耀
く
、
金
色
の

銘
文
を
み
、
感
嘆
の
声
を
発
し
て
い
る
。

,

I

]

 

一
巳
麟
疇
"
f
t
『
政
の
発
展
期
一

列
島
改
造
論
が
日
本
列
島
を
か
け
巡
っ
た
昭
和
図

0
年
代
は
正
に
開
発
事
業
に
追
わ
れ
る
時
期
で
あ
っ

た
。
そ
の
激
し
い
動
き
に
対
処
ヽ
す
る
た
め
に
、
文
化
財

保
語
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
。
昭
和
五

0
年
に
お

け
る
改
正
で
あ
る
。
要
点
は
民
俗
文
化
財
制
度
の
整

備
、
埋
蔵
文
化
財
と
土
木
工
事
と
の
協
議
制
、
地
方

公
共
団
体
の
役
割
の
明
文
化
、
伝
統
的
建
造
物
群
の

保
存
整
備
等
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
特
に

史
跡
と
か
埋
蔵
文
化
財
に
関
す
る
案
文
が
注
目
さ
れ
、

特
に
土
木
工
事
に
伴
う
、
発
掘
に
つ
い
て
は
研
究
者

等
か
ら
、
厳
し
い
注
文
が
つ
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
行
政

（
埼
玉
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
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た
め
、
第
一
回
の
風
土
記
の
丘
建
設
事
業
は
宮
崎
累

の
西
都
原
古
墳
群
に
決
定
す
る
と
い
う
事
態
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
、
あ
わ
て
て
事
業
を
行
う
よ

り
も
、
ま
ず
用
地
を
確
保
し
よ
う
、
民
有
地
の
古
墳

を
買
収
し
、
資
料
館
、
遊
歩
道
等
の
用
地
買
収
を
先

行
し
よ
う
f
と
考
え
た
。
そ
の
上
で
事
業
を
行
っ
て

正
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
の
改
正
に
よ
り
、
地
方
公
共

団
体
の
責
任
が
重
く
な
り
、
そ
の
分
だ
け
文
化
財
保

護
行
政
の
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

文
化
財
行
政
は
社
会
教
育
課
の
一
係
で
所
掌
し
て

い
た
が
、
増
大
す
る
事
務
量
と
、
迅
速
を
要
す
る
手

続
き
、
速
や
か
な
決
断
が
望
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

昭
和
四
六
年
社
会
教
育
課
か
ら
分
離
独
立
し
、
文
化

財
保
護
室
と
な
っ
た
。
三
年
後
の
四
九
年
に
は
待
望

の
課
に
昇
格
し
、
私
は
初
代
の
課
長
に
任
命
さ
れ
た
。

課
内
は
庶
務
係
と
有
形
、
無
形
、
民
俗
を
扱
う
第
一

係
、
記
念
物
と
埋
蔵
文
化
財
の
調
整
を
扱
う
第
二
係
、

発
掘
調
査
を
行
う
第
三
係
の
四
係
か
ら
な
り
、
総
勢

も
二

0
余
名
の
大
所
帯
と
な
っ
た
。
関
係
機
関
と
し

て
は
、
さ
き
た
ま
風
土
記
の
丘
資
料
館
、
県
立
博
物

館
等
が
あ
り
、
多
忙
な
日
々
を
送
っ
た
。
全
国
的
に

は
全
国
市
町
村
史
跡
保
存
協
議
会
（
全
史
協
）
が
あ

り
、
昭
和
五

0
年
に
は
全
国
都
道
府
県
政
令
指
定
都

市
文
化
・
文
化
財
主
管
課
長
会
議
（
全
文
協
）
が
設

立
さ
れ
、
文
化
庁
を
中
心
に
横
の
連
絡
機
関
で
あ
る

と
と
も
に
文
化
庁
の
財
政
強
化
の
応
援
役
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

も
遅
く
は
な
い
と
。
こ
の
旨
柳
川
課
長
に
申
し
出
て
、

事
業
用
地
の
取
碍
か
ら
「
風
土
記
の
丘
」
事
業
に
取

り
組
ん
だ
c

昭
和
四
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
年
正

式
に
四
ニ
ー
四
三
年
の
継
続
事
業
と
し
て
「
さ
き
た

ま
風
土
記
の
丘
」
建
設
事
業
に
着
手
し
た
。
資
料
館

こ
う

の
建
設
、
民
家
の
移
築
、
古
墳
の
整
備
、
周
濠
の
復

原
、
見
学
道
路
の
新
設
等
、
そ
し
て
、
九
基
の
古
墳

の
う
ち
、
一
基
を
発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
前
方
部
が
破
壊
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
「
桐
荷
山
古
墳
」
で
あ
｛
ー
た
。
発

掘
調
査
は
昭
和
四
三
年
八
月
に
行
っ
た
。
横
穴
式
石

室
を
想
定
し
た
が
、
結
果
は
墳
頂
近
く
か
ら
犀
叡
（
木

棺
を
用
い
る
際
に
、
棺
の
下
方
お
よ
び
側
方
に
礫
を

つ
め
て
固
定
さ
せ
た
も
の
）
と
粘
土
部
（
粘
土
を
つ

め
て
固
定
さ
せ
た
も
の
）
か
ら
な
る
竪
穴
式
石
室
で
、

礫
廓
の
主
体
部
は
盗
掘
も
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
出

土
品
は
完
成
し
た
資
料
館
に
展
示
公
開
し
、
礫
廓
も

柵
を
し
て
見
学
者
の
便
に
供
し
た
。

か
く
し
て
昭
和
四
四
年
、
資
料
館
の
完
成
を
待
っ

て
、
オ
ー
＇
プ
ン
し
た
の
で
あ
る
。
史
跡
の
保
存
と
活

用
を
医
っ
た
保
存
法
と
い
う
こ
と
で
県
内
は
も
ち
ろ

ん
全
国
各
地
か
ら
見
学
者
が
訪
れ
た
。

1
0年
後
、
銹
が
進
ん
だ
出
土
品
の
防
銹
処
理
を

す
る
た
め
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
と
相
談
の
上
、

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
に
保
存
処
理
を
委
託
し
た
と

が
ん

こ
ろ
、
一
本
の
鉄
剣
か
ら
あ
の
金
象
嵌
に
よ
る
銘
文

が
発
見
さ
れ
、
文
化
財
関
係
だ
け
で
な
く
、
考
古
学
、

:

、

イ

見

」

ー

＞

．

い
な
い
。
ま
た
そ
の
文
化
財
は
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

国
民
に
と
っ
て
も
、
国
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
の
な

い
文
化
的
な
財
産
で
あ
る
こ
と
は
認
知
さ
れ
た
。
こ

れ
か
ら
は
こ
の
大
事
な
文
化
財
を
い
か
に
保
存
し
、

活
用
を
図
っ
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課
題
と
な
る
の

で
は
あ
る
が
、
先
に
東
京
国
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た

国
宝
展
に
も
r

見
学
者
が
長
蛇
の
列
を
な
し
た
。
物

質
よ
り
も
心
の
時
代
と
い
わ
れ
る
。
心
の
時
代
の
中

心
的
存
在
を
な
す
文
化
財
保
護
は
重
要
性
を
増
す
こ

と
で
あ
ろ
う
。

先
人
の
残
し
て
く
れ
た
文
化
遺
産
を
守
り
、
こ
れ

を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
現
代
の
人
々
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
る
こ
と
は
文
化
財
保
護
法
に
よ
ら
な

く
て
も
多
く
の
人
々
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
世
界
各
国
と
も
共
通
に

意
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
な
か
な
か
実

行
し
難
い
の
が
実
状
の
よ
う
で
あ
る
。
特
に
わ
が
国

で
は
土
地
に
結
び
つ
い
た
史
跡
の
保
護
と
い
う
点
に

な
る
と
、
用
地
の
問
題
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

る。
現
在
の
史
跡
の
保
護
の
た
め
の
土
地
買
上
げ
に
つ

い
て
、
例
え
ば
、
現
行
で
も
額
が
少
な
い
買
上
げ
費

が
、
土
地
高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て
ま
す
ま
す
目
減

り
し
、
土
地
の
取
得
、
史
跡
の
公
有
化
が
困
難
と
な

っ
て
い
る
な
ど
の
点
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か

ろ
う
か
。
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＠
巻
頭
言

求
め
ら
れ
る
「
連
携
協
力
」
体
制

ー

ー

山

醗

倉

翔

0
座
談
会

こ
れ
か
ら
の
教
育
委
員
会
に

期
待
さ
れ
る
も
の

（
出
席
者
）
石
川
忠
雄
／
奥
山
桂
／
上
寺
久
雄

伊
藤
政
子
／
（
司
会
）
小
野
元
之

⑱
論
文

岐
路
に
立
つ
教
育
委
員
会
1

松

井

一

麿

生
涯
学
習
社
会
と
教
育
委
員
会
＇
I

牧

昌

見

地

域

お

こ

し

と

教

育

委

員

会

安

彦

文

司

馨

教

育

長

か

ら

一

言

ー

全

都

道

府

県

シ

政

令

指

定

都

市

教

育

長

人

。

こ

の

道

'
1
_
|
|
|今井
信

子

わ
が
ま
ち
の
教
育
・
文
化
I

福

井

県

宮

崎

村

こ

と

ば

の

小

箱

＇

野

元

菊

雄

科
学
の
ひ
ろ
ば
ー
＇
宇
宙
科
学
研
究
所

特集

慟

新しい時代
の

教育委員会

(

9

月

号

）

目

次

▽

最

近

、

芸

術

文

化

に

対

す

る

国

民

の

関

心

が

強

ま

っ

て

き

て

い

ま

す

。

こ

れ

は

ほ

ん

と

う

の

豊

か

さ

を

物

だ

け

で

な

ふ
か
‘
―

,V
、

心

で

確

認

を

し

た

い

と

い

う

証

で

し

ょ

う

か

。

今

月

号

は

、

「

芸

術

文

化

の

推

進

」

と

い

う

テ

ー

マ

で

特

集

を

組

ん

で

み

ま

し

た

。

▽

芸

術

文

化

の

関

心

が

強

ま

る

中

で

発

足

し

た

、

芸

術

文

化

振

興

基

金

の

う

ち

、

1
0
0億円を
超

え

る

額

は

企

業

か

ら

の

寄

付

に

よ

る

も

の

で

す

。

こ

の

寄

付

に

向

け

て

の

関

係

者

の

ご

苦

労

は

大

変

な

も

の

で

あ

る

と

思

い

ま

す

が

、

芸

術

文

化

の

振

興

と

い

う

高

い

理

想

の

も

と

に

、

企

業

の

万

々

の

ご

理

解

と

ご

協

力

を

得

て

、

ま

ず

財

政

基

盤

を

確

立

し

r

基

金

の

運

営

を

軌

道

に

乗

せ

て

い

た

だ

き

た

い

も

の

で

す

。

▽

一

方

、

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

の

は

、

編

『

読

者

か

ら

の

た

よ

り

』

欄

へ

の

投

稿

を

歓

逓

し

ま

す

。

本

誌

を

読

ん

て

の

ご

感

想

、

ご

意

見

等

を

ど

し

ど

し

お

寄

せ

く

た

さ

い

。

睾

投

稿

規

定

①

一

件

に

つ

き

四

0
0字以
内

②

住

所

｀

氏

名

、

年

齢

、

職

業

、

電

話

番

号

を

明

記

（

誌

上

匿

名

一

o

J

)

③

褐

載

分

に

は

薄

認

進

呈

※

文

章

を

一

部

手

直

し

さ

せ

て

い

た

だ

く

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

鬱
送
り
先

〒100東京
都

千

代

田

区

霞

が

関

三

ー

」

一

ー

ー

二

文

部

省

大

臣

官

房

政

策

課

「

文

部

時

報

」

こ

の

寄

付

金

は

、

そ

こ

に

働

く

関

係

者

の

ご

苦

労

と

こ

努

力

の

結

果

、

生

み

出

さ

れ

た

大

切

な

資

金

で

あ

る

こ

と

で

す

。

▽

ま

た

、

芸

術

文

化

の

振

興

方

策

は

、

こ

れ

ま

で

も

数

多

く

行

わ

礼

て

き

ま

し

c

た

が

、

こ

の

基

金

の

発

足

を

契

様

に

更

に

充

実

し

、

芸

術

文

化

の

振

興

が

一

層

図

ら

れ

る

こ

と

を

、

読

者

の

み

な

さ

ま

と

と

も

に

期

待

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

▽

こ

の

四

月

に

希

望

と

夢

を

胸

に

し

た

新

入

生

、

新

規

採

用

の

教

職

員

の

み

な

さ

ま

は

、

学

校

で

の

生

活

も

早

い

も

の

で

四

か

月

を

経

過

し

ま

し

た

。

I
>
新

し

い

生

活

環

境

で

の

出

会

い

、

喜

び

、

と

ま

ど

い

、

苦

し

み

な

ど

い

る

ぃ

ろ

な

こ

と

が

あ

っ

た

と

思

い

ま

す

が

、

こ

の

夏

休

み

に

し

っ

か

り

充

電

し

て

い

た

だ

き

、

新

学

期

を

楽

し

く

辺

え

て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

(
S
•
K
)

集

記
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